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令和７年度予算

343億1,438万4千円（前年度比5.5％増）　「予算を見て市の展望を考える!!」

令和７年12月定例会 主な議案について

一般会計補正予算額 3,078万７千円を増額
　令和７年度補正予算を令和７年10月24日付けで専決処分。令和７年６月及び７月に発生した豪雨により
被災した農業用施設の災害復旧に係る工事費用を計上。

議案第53号 令和７年度 有田市一般会計補正予算（第４号）

一般会計補正予算額 ５億292万７千円を増額
＜主な内容＞
１．人件費の更正
　＜人事院の給与勧告に基づく補正＞
・特別職（市長・副市長・教育長）：期末手当の支給率年間4.50月 ⇒ 4.55月（+0.05月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　▲218万１千円（うち改定分 +12万円）
・一般職：平均3.3％給与月額改定（初任給及び給料月額引上げ）＋3,565万１千円
　　　　　期末手当の支給率　年間2.50月 ⇒ 2.525月（+0.025 月）＋896万７千円
　　　　　勤勉手当の支給率　年間2.10月 ⇒ 2.125月（+0.025 月）＋795万５千円
　　　　　通勤手当の改定　＋20万７千円
＜人事異動等に伴う更正による補正＞
・一般職：給料　＋1,719万円
　　　　　職員手当　＋２億6,049万３千円（うち退職手当の増 +２億4,618 万６千円）
＜一般職の給与改定に準じる補正＞
・会計年度任用職員：報酬　＋40万９千円
　　　　　　　　　　期末手当の支給率　年間2.50月 ⇒ 2.525月（+0.025 月）▲158万３千円
　　　　　　　　　　勤勉手当の支給率　年間2.10月 ⇒ 2.125月（+0.025 月）▲157万１千円

２．保育所運営事業 81万４千円
　明治安田生命保険相互会社からの寄付「私の地元応援募金」を活用し、保田保育所の砂場への日除け設置
に係る費用を補正。

議案第61号 令和７年度 有田市一般会計補正予算（第５号）

一般会計補正予算額 ４億2,759万２千円を増額
＜主な内容＞
１．有田市地域活性化商品券事業 ３億6,049万５千円
　物価高騰の影響を受けた生活者や事業者を支援し、市内の経済の活性化を
図るため、商品券を配布。
【配布対象】２月１日時点で住民登録のある全市民
【内　　容】１人14,000円分の商品券（1,000円券×14枚）
【利用期間】３月（到着次第）～ ８月末まで
【対象店舗】市内店舗
　　　　　　（14,000円分のうち7,000円分は市内に本社をおく事業者）

２．物価高対応子育て応援手当支給事業 6,709万７千円
　物価高の影響を強く受けている子育て世帯を支援し、こどもたちの健やか
な成長を応援するため手当を支給。
【給 付 額】こども１人当たり 一律２万円
【対象児童】①令和７年９月分の児童手当支給対象児童（９月出生児含む）
　　　　　　②令和７年10月１日～令和８年３月31日までに出生した児童
【スケジュール】２月初旬に案内通知を送付

議案第68号 令和７年度 有田市一般会計補正予算（第６号）

【改正理由】
　国民健康保険事業の財政安定化を図るため、所要の改正をしようとするもの
【改正の主な内容】
　国民健康保険税率の引き上げ（※40才以上65才未満の場合）
　所得割：11.8％ → 12.8％　１％の引き上げ
　均等割：42,000円 → 46,000円 　4,000円の引き上げ
【施行期日】
　令和８年４月１日

議案第58号 有田市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

２万円

1.4万円

保田保育所 砂場 日除けイメージ

　ありだ市議会だより No.92　　0202有権者が政治家に寄附を求めることは禁止されています政治家が病気見舞を出すことは禁止されています



令和７年度予算

343億1,438万4千円（前年度比5.5％増）　「予算を見て市の展望を考える!!」

令和７年12月定例会 主な議案について

一般会計補正予算額 3,078万７千円を増額
　令和７年度補正予算を令和７年10月24日付けで専決処分。令和７年６月及び７月に発生した豪雨により
被災した農業用施設の災害復旧に係る工事費用を計上。

議案第53号 令和７年度 有田市一般会計補正予算（第４号）

一般会計補正予算額 ５億292万７千円を増額
＜主な内容＞
１．人件費の更正
　＜人事院の給与勧告に基づく補正＞
・特別職（市長・副市長・教育長）：期末手当の支給率年間4.50月 ⇒ 4.55月（+0.05月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　▲218万１千円（うち改定分 +12万円）
・一般職：平均3.3％給与月額改定（初任給及び給料月額引上げ）＋3,565万１千円
　　　　　期末手当の支給率　年間2.50月 ⇒ 2.525月（+0.025 月）＋896万７千円
　　　　　勤勉手当の支給率　年間2.10月 ⇒ 2.125月（+0.025 月）＋795万５千円
　　　　　通勤手当の改定　＋20万７千円
＜人事異動等に伴う更正による補正＞
・一般職：給料　＋1,719万円
　　　　　職員手当　＋２億6,049万３千円（うち退職手当の増 +２億4,618 万６千円）
＜一般職の給与改定に準じる補正＞
・会計年度任用職員：報酬　＋40万９千円
　　　　　　　　　　期末手当の支給率　年間2.50月 ⇒ 2.525月（+0.025 月）▲158万３千円
　　　　　　　　　　勤勉手当の支給率　年間2.10月 ⇒ 2.125月（+0.025 月）▲157万１千円

２．保育所運営事業 81万４千円
　明治安田生命保険相互会社からの寄付「私の地元応援募金」を活用し、保田保育所の砂場への日除け設置
に係る費用を補正。

議案第61号 令和７年度 有田市一般会計補正予算（第５号）

一般会計補正予算額 ４億2,759万２千円を増額
＜主な内容＞
１．有田市地域活性化商品券事業 ３億6,049万５千円
　物価高騰の影響を受けた生活者や事業者を支援し、市内の経済の活性化を
図るため、商品券を配布。
【配布対象】２月１日時点で住民登録のある全市民
【内　　容】１人14,000円分の商品券（1,000円券×14枚）
【利用期間】３月（到着次第）～ ８月末まで
【対象店舗】市内店舗
　　　　　　（14,000円分のうち7,000円分は市内に本社をおく事業者）

２．物価高対応子育て応援手当支給事業 6,709万７千円
　物価高の影響を強く受けている子育て世帯を支援し、こどもたちの健やか
な成長を応援するため手当を支給。
【給 付 額】こども１人当たり 一律２万円
【対象児童】①令和７年９月分の児童手当支給対象児童（９月出生児含む）
　　　　　　②令和７年10月１日～令和８年３月31日までに出生した児童
【スケジュール】２月初旬に案内通知を送付

議案第68号 令和７年度 有田市一般会計補正予算（第６号）

【改正理由】
　国民健康保険事業の財政安定化を図るため、所要の改正をしようとするもの
【改正の主な内容】
　国民健康保険税率の引き上げ（※40才以上65才未満の場合）
　所得割：11.8％ → 12.8％　１％の引き上げ
　均等割：42,000円 → 46,000円 　4,000円の引き上げ
【施行期日】
　令和８年４月１日

議案第58号 有田市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

２万円

1.4万円

保田保育所 砂場 日除けイメージ

0303　　ありだ市議会だより No.92　　政治家が病気見舞を出すことは禁止されています
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一般質問通告一覧表 （令和７年12月11日）
「　 一 般 質 問 　」 12 月定例会

「　議案審議結果表　」
議案番号 件　名 議決年月日 可否

議案第53号 専決処分の承認を求めることについて（令和７年度有田市一般会計補正予算（第４号）） ７.12.22 承認

議案第54号 有田市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 〃 可決

議案第55号 有田市特別職給与条例の一部を改正する条例 〃 可決

議案第56号 有田市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 〃 可決

議案第57号 有田市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例 〃 可決

議案第58号 有田市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 〃 可決

議案第59号 有田市火災予防条例の一部を改正する条例 〃 可決

議案第60号 有田市漁業集落排水処理施設の設置及ぴ管理に関する条例の一部を改正する条例 〃 可決

議案第61号 令和７年度有田市一般会計補正予算（第５号） 〃 可決

議案第62号 令和７年度有田市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 〃 可決

議案第63号 令和７年度有田市介護保険特別会計補正予算（第１号） 〃 可決

議案第64号 令和７年度有田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 〃 可決

議案第65号 令和７年度有田市立病院事業会計補正予箕（第１号） 〃 可決

議案第66号 固定資産評価審査委員会の委員の選任について 〃 同意

議案第67号 固定資産評価審査委員会の委員の選任について 〃 同意

議案第68号 令和７年度有田市一般会計補正予算（第６号） 〃 可決

報 第 ８ 号 専決処分の報告について（市有地の譲渡について） ７.12.１ 報告

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて ７.12.22 意義なし

---------- 有田周辺広域圏事務組合議会議員の選挙 〃 指名推薦

---------- 議員派遣の件について 〃 可決

「　賛否の分かれた議案　」
○賛成　×反対

議
　
員
　
名
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生
駒
　
三
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福
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広
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西
口
　
正
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結
　
　
　
果
　

議案第55号 〇 × × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 議長 〇 〇 可決

議案第56号 〇 × × 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 議長 〇 〇 可決

議案第61号 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議長 〇 〇 可決

　ありだ市議会だより No.92　　0404政治家が選挙区内の方にお金や物などを贈ることは禁止されています政治家が入学・卒業・出産などの祝儀を出すことは禁止されています
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動画をご覧になれます

一般質問通告一覧表 （令和７年12月11日）
「　 一 般 質 問 　」

順
位

氏　名
【会派名】 発言の要旨

１ 中　西　登志明
【政有会】

１．有田市DX推進計画の進捗状況について
　（１）マイナンバーカードの普及率と普及啓発について
　（２）オンライン申請の進捗状況
　（３）業務の効率化の進捗状況
　（４）生成ＡＩの活用の進捗状況
２．有田市スマートシティ推進協議会について
　（１）有田市ＤＸ推進計画との連携

２ 嶋　田　　　英
【未来共創】

１．子育て支援の見直しと新制度への対応
　（１）一時預かり事業の現状と改善
　（２）こども誰でも通園制度と保育士確保
２．令和８年度の予算編成について
　（１）予算編成の基本方針について
　（２）将来財政と市長のビジョン

３ 川　島　　　強
【有志会】

１．ENEOS和歌山製造所のSAF製造の現状について
　（１）令和７年２月・４月の中間報告後の進捗状況について
　（２）天ぷら油廃油のこれからの回収方法について

４ 岡　田　行　弘
【公明党】

１．物価高騰に対する支援について
　（１）市の見解は
２．つながるまちありだ活動支援事業補助金について
　（１）４月・５月開催のイベント
３．帯状疱疹ワクチンについて
　（１）本市の接種率
　（２）市民への帯状疱疹の疾患啓発の取り組み
　（３）50-64歳公費助成の対象者拡大

「　討　論　」
 反対 　議案55・56・61号　

　市の経常収支比率は100％を超えており、家計に例えれば貯金を切り崩して生活
している危機的状況。今後、市立病院や清掃センターなどの建設でさらに財政が圧
迫される。物価高で市民が苦しむ中、議員や特別職の報酬を引き上げるべきではな
く、限られた財源は市民サービスや次世代への投資に充てるべき。

 賛成 　議案55号　

　今回の改定は、民間の給与水準に合わせる人事院勧告に基づき、一般職の改定内
容に準じて行うものである。特別職は人事院勧告の対象ではないが、一般職とのバ
ランスを考え、条例改正して準拠させることは、他の自治体でも広く一般的に行わ
れている。過去の制度運用に照らしても妥当な内容である。

一ノ瀬議員

武田議員

「　議案質疑通告　」
■議案第60号　有田市漁業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部を
　　　　　　　　改正する条例　
　改正条例案の運用について
　　改正条例案ただし書の中の「その他非常の場合」とは何か。
　　又、「市長が必要と認めるとき」とは何か。説明を求める。

成川議員

0505　　ありだ市議会だより No.92　　政治家が入学・卒業・出産などの祝儀を出すことは禁止されています



子
育
て
支
援
の
見
直
し
と

新
制
度
へ
の
対
応
に
つ
い
て 

 

一
時
預
か
り
の
申
込
期
限
に
つ
い
て
、

直
前
利
用
も
可
能
と
分
か
る
よ
う
運
用

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
表
示
を
改
善
で
き
な
い
か
。 

 

原
則
は
１
週
間
前
だ
が
、
空
き
が
あ

れ
ば
直
前
相
談
も
可
能
と
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
表
記
を
早
急
に
改
善
す
る
。 

新
制
度
に
つ
い
て
、
通
常
保
育
に
加

え
、
一
時
預
か
り
と
こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
が
始
ま
る
が
、
必
要
な
保
育
士
の
確

保
は
？ 来

年
度
の
児
童
数
を
踏
ま
え
、
十
分
で

は
な
い
が
対
応
可
能
。
状
況
を
見
な
が

ら
体
制
整
備
を
進
め
る
。 

令
和
８
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て 

現
在
、
経
常
収
支
比
率
が
１
０
０
％
を

超
え
る
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、
令
和

７
年
度
の
見
通
し
と
、
８
・
９
年
度
に
向
け

た
改
善
策
、
目
標
水
準
は
？ 

令
和
７
年
度
も
令
和
６
年
度
同
様
の
水

準
に
な
る
見
込
み
。
従
来
の
施
策
を
見

直
し
、
事
業
精
査
を
進
め
、
中
期
的
に
90
％

台
へ
の
改
善
を
目
指
す
。 

将
来
財
政
と

市
長
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

新
市
立
病
院
の
起
債
償
還
が
本
格
化
す

る
令
和
12
～
14
年
度
に
向
け
た
備
え

と
、
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
リ
ス
ク
認

識
は
。  新

病
院
償
還
に
備
え
、
基
金
管
理
と
歳

入
確
保
を
進
め
、
変
動
を
見
据
え
た
財

政
運
営
に
努
め
る
。 

防
災
を
最
優
先
と
し
た
上
で
、
市
長
が

次
に
重
点
を
置
く
分
野
と
、
歳
入
を
ど

う
増
や
し
、
歳
出
を
ど
こ
か
ら
見
直
す
考
え
か
。

 
 

市　

長  

防
災
に
加
え
、

ふ
る
さ
と
納
税
や
産
業

振
興
で
歳
入
を
確
保
し
、

官
民
連
携
や
施
設
管
理

の
見
直
し
で
歳
出
削
減

を
進
め
る
。

嶋
しま

 田
だ

 　英
あきら

【未来共創】

質質 答答

質答質質 答

有
田
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
（
令
和
５
～
10
年
度
）

を
進
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル

化
や
人
材
育
成
の
推
進
等
を
し
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
率
と
普
及
啓

発
に
つ
い
て

令
和
７
年
11
月
末
時
点
で
保
有
率
81
．

９
％
。
休
日
窓
口
等
で
申
請
サ
ポ
ー
ト
。

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

申
請
可
能
な
手
続
は
１
３
０
件
以
上
に

拡
大
。

業
務
の
効
率
化
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

「
書
か
な
い
窓
口
」
が
好
評
で
、
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
約
85
％
が
満
足
と
回
答
。

生
成
Ａ
Ｉ
活
用
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

庁
内
向
け
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、

文
書
や
資
料
の
作
成
・
要
約
等
で
活
用
。

Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
る
利
便
性
向
上
と
持
続

可
能
な
行
政
運
営
を
踏
ま
え
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
未
取
得
者
対
応
・
環
境
整

備
・
職
員
研
修
・
災
害
時
代
替
ル
ー
ル
を
含

め
た
今
後
の
展
望
は
。

各
事
項
に
つ
い
て
対
応
を
進
め
、
市
民

の
利
便
性
向
上
と
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
持
続
可
能
な
行
政
運
営
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

有
田
市
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

推
進
協
議
会
に
つ
い
て

有
田
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
と
の
連
携
に
つ

い
て

協
議
会
は
地
域
課
題
の
解
決
策
の
企

画
・
実
証
や
情
報
発
信
、
市
は
補
助
金

交
付
や
情
報
共
有
に
よ
る
支
援
を
行
い
、
官

民
連
携
で
課
題
解
決
と
新
た
な
価
値
創
出
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

 

要　

望  

Ｄ
Ｘ
推
進
に
は
市
民
と
の
対
話
が
不

可
欠
で
、
利
便
性
向
上
と
同
時
に
サ
イ
バ
ー
攻

撃
等
の
非
常
時
を
想
定
し
、
紙
と
鉛
筆
と
職
員

さ
ん
の
判
断
力

を
活
か
す
体
制

整
備
が
重
要
で

あ
る
と
要
望
し

ま
し
た
。

中
なか

 西
にし

 登
と

 志
し

 明
あき

【政有会】

答 質質質 答答答

質質 答答

質
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物
価
高
騰
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て　

重
点
支
援
地
方
交
付
金
を
活
用
し
、
地

域
経
済
の
下
支
え
を
目
的
と
し
て
、
市

民
一
人
ひ
と
り
を
対
象
に
有
田
市
内
で
利
用

で
き
る
商
品
券
を
配
布
す
る
事
業
を
実
施
し

て
は
ど
う
か
？

 

市　

長  

商
品
券
を
配
布
す
る
事
業
を
含
め

検
討
し
、
予
算
案
と
し
て
提
案
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す

つ
な
が
る
ま
ち
あ
り
だ

活
動
支
援
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

現
行
の
運
用
制
度
で
は
、
４
月
・
５
月

に
実
施
す
る
事
業
の
申
請
が
で
き
な
い

が
、
改
善
の
考
え
は
？

ご
指
摘
を
踏
ま
え
、
申
請
が
可
能
と
な

る
よ
う
制
度
運
用
を
改
善
い
た
し
ま
す
。

 
提　

言  

有
田
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、

若
者
を
呼
び
込
む
未
来
へ
の
投
資
と
な
る
よ

う
、
行
政
・
議
会
が
一
体
と
な
っ
て
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
べ
き
で
あ
る
。	

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

予
防
接
種
の
推
進
と
正
し
い
知
識
の
普

及
・
啓
発
が
重
要
で
す
が
、
市
の
考
え
は
？

広
報
紙
へ
の
掲
載
や
医
療
機
関
と
の
連

携
な
ど
を
通
じ
、
市
民
の
皆
様
に
帯
状

疱
疹
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
周
知
・
啓
発

に
努
め
ま
す
。

 

提　

言  

有
田
市
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
や

広
報
紙
を
再
度
活
用
し
、
よ
り
効
果
的
な
周

知
・
啓
発
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

現
役
で
働
き
盛
り
の
年
代
で
あ
る
50
歳

～
64
歳
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
の
考

え
は
？予

防
接
種
法
に
基
づ
き
、
市
町
村
が
実

施
す
べ
き
定
期
接
種
に
位
置
付
け
ら
れ

た
も
の
を
基
本
と
す
る
方
針
で
す
。
今
後
と

も
国
の
動
向
を
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

岡
おか

 田
だ

 行
ゆき

 弘
ひろ

【公明党】

質

質質

答

答答

質

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
和
歌
山
製
造
所
の

Ｓ
Ａ
Ｆ
製
造
の
現
状
に
つ
い
て

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
和
歌
山
製
造
所
（
以
下
Ｅ

Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
）
の
Ｓ
Ａ
Ｆ
製
造
の
現
状
と

跡
地
へ
の
企
業
誘
致
の
現
状
を
お
答
え
く
だ

さ
い
。現

在
、
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
で
は
、
廃
食
用
油

な
ど
を
原
料
と
し
た
持
続
可
能
な
航
空

燃
料
（
Ｓ
Ａ
Ｆ
）
の
２
０
２
８
年
度
以
降
の

製
造
に
向
け
た
詳
細
設
計
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
同
エ
リ
ア
へ
の
企
業
誘
致
に
向

け
県
や
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
と
と
も
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

東
京
都
清
瀬
市
は
、
国
の
補
助
金
で
回

収
ボ
ト
ル
を
購
入
し
て
い
ま
す
。
市
の

廃
食
用
油
回
収
へ
の
考
え
方
、
回
収
ボ
ッ
ク

ス
の
設
置
場
所
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

本
事
業
は
昨
年
７
月
か
ら
県
が
実
施
し

て
お
り
、
本
市
も
参
画
し
て
い
ま
す
。

県
で
検
討
し
た
結
果
、
回
収
ボ
ト
ル
の
配
布

は
終
了
し
て
い
ま
す
が
、
本
市
と
し
て
は
、

市
民
の
皆
様
の
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
認
知
度
・
環
境
意

識
の
向
上
と
い
う
観
点
か
ら
重
要
な
取
組
と

考
え
て
お
り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
よ
る
回
収

を
継
続
予
定
で
す
。
な
お
、
回
収
場
所
は
、

市
内
の
オ
ー
ク
ワ
・
松
源
・
紙
の
杜
箕
島
セ

ン
タ
ー
・
市
役
所
２
Ｆ
の
４
カ
所
で
す
。

廃
食
用
油
か
ら
、
Ｓ
Ａ
Ｆ
が
生
成
さ
れ

る
の
は
何
％
ぐ
ら
い
で
す
か
。

回
収
し
た
油
の
状
態
に
も
よ
り
ま
す
が
、

油
か
ら
食
品
カ
ス
等
の
不
純
物
を
取
り

除
く
必
要
が
あ
り
、
回
収
量
の
約
７
割
程
度

の
量
が
生
成
さ
れ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

 

ま
と
め  

予
算
の
制
約
も
あ
る
が
、
回
収
ボ

ト
ル
作
成
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
広
報
活
動
や

協
力
体
制
強
化
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

川
かわ

 島
しま

 　強
つよし

【有志会】

質

質

質 答

答

答

【物価高騰に対する質問より】

有田市地域活性化商品券事業の概要

 目 的 
　商品券の配布により市内の消費活動
を下支えすることで、物価高騰の影響
を受けた生活者や事業者を支援し、市
経済の活性化を図る
 内 容
・�全市民に１人14,000円分の商品券
（1,000円×14枚）を配布する

・�うち7,000円分は市内に本社をおく
事業者に限ることで、市内での経済
循環を促す
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暮
ら
し
の
基
盤
を
見
守
り
、

よ
り
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を

育
て
て
い
き
ま
す
。

　経営管理部・経済建設部・出納室・消防本部・消防署及び農業委員会の所
管事項並びに他の委員会に属さない事項に関する調査を行い、議案、請願等
の審査を行います。

12/15 総務建設委員会の様子

　全長1.5㎞のうち約１㎞が掘削済みで、爆薬を使用した掘削で３～４ｍ／日のペースで進んでおり、狭いトン
ネル内での安全対策が徹底されていました。掘削完了後も舗装や設備工事が続くため、完成には２～３年を要
する見通しである。
　一方で、２～４号トンネルは未着手で、全線開通時期は国の予算に左右されることから、議会としても継続
した要望活動が必要であると感じました。道路が完成すれば、渋滞の緩和、所要時間の短縮、災害時の代替
ルートの確保など大きな効果が期待できる。

　和歌山河川国道事務所と工事受注会社の協力のもと、有田海南道路に関わる工事の視察を行いました。現場
事務所で概要と進捗状況について説明を受け、その後、掘削現場に入り、作業の様子を見学しました。

トンネル入口現場事務所での説明

トンネル内掘削最深部

委 員 紹 介
　

も
っ
と
住
み
た
い
有
田
市

へ
！
産
業
発
展
か
ら
街
づ
く

り
へ
繋
げ
た
い
で
す
。

𦚰
村
副
委
員
長

　
経
営
視
点
で
市
政
を
検
証
。

投
資
効
果
を
見
極
め
、
持
続

可
能
な
街
へ
。

　
健
全
な
財
政
を
次
世
代
に
つ

な
げ
る
た
め
、頑
張
り
ま
す
。

総
務
建
設
委
員
会

有田海南道路１号トンネル工事

　有田海南道路と現道の国道42号を接続するための工事として、樹木伐採や土砂搬入などの準備作業が進んで
おり、本格着工は令和８年３月からで、工期は約３年とのことであった。池の約１／３を道路整備のために埋
め立てる一方、池底の浚渫（２ｍ）や堤体等の改修で、貯水量は現状と大きく変わらないとの説明を受けた。
国道の急カーブが直線化されることで事故減少が見込まれるが、引き続き地元への丁寧な対応が必要であると
感じました。

完成イメージ星越池（令和７年11月現在）

有田海南道路星越池改修工事

中
西
委
員
長

西
口
委
員

　
市
民
の
希
望
や
要
望
に
つ
い

て
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
頑
張
り
ま
す
。

堀
川
委
員

　
経
世
済
民
を
モ
ッ
ト
ー
に
安

心
安
全
で
持
続
可
能
な
町
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

花
野
委
員

武
田
委
員

中西委員長
11/６

市 内 視 察
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暮
ら
し
の
基
盤
を
見
守
り
、

よ
り
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を

育
て
て
い
き
ま
す
。

　経営管理部・経済建設部・出納室・消防本部・消防署及び農業委員会の所
管事項並びに他の委員会に属さない事項に関する調査を行い、議案、請願等
の審査を行います。

12/15 総務建設委員会の様子

　全長1.5㎞のうち約１㎞が掘削済みで、爆薬を使用した掘削で３～４ｍ／日のペースで進んでおり、狭いトン
ネル内での安全対策が徹底されていました。掘削完了後も舗装や設備工事が続くため、完成には２～３年を要
する見通しである。
　一方で、２～４号トンネルは未着手で、全線開通時期は国の予算に左右されることから、議会としても継続
した要望活動が必要であると感じました。道路が完成すれば、渋滞の緩和、所要時間の短縮、災害時の代替
ルートの確保など大きな効果が期待できる。

　和歌山河川国道事務所と工事受注会社の協力のもと、有田海南道路に関わる工事の視察を行いました。現場
事務所で概要と進捗状況について説明を受け、その後、掘削現場に入り、作業の様子を見学しました。

トンネル入口現場事務所での説明

トンネル内掘削最深部

委 員 紹 介
　

も
っ
と
住
み
た
い
有
田
市

へ
！
産
業
発
展
か
ら
街
づ
く

り
へ
繋
げ
た
い
で
す
。

𦚰
村
副
委
員
長

　
経
営
視
点
で
市
政
を
検
証
。

投
資
効
果
を
見
極
め
、
持
続

可
能
な
街
へ
。

　
健
全
な
財
政
を
次
世
代
に
つ

な
げ
る
た
め
、頑
張
り
ま
す
。

総
務
建
設
委
員
会

有田海南道路１号トンネル工事

　有田海南道路と現道の国道42号を接続するための工事として、樹木伐採や土砂搬入などの準備作業が進んで
おり、本格着工は令和８年３月からで、工期は約３年とのことであった。池の約１／３を道路整備のために埋
め立てる一方、池底の浚渫（２ｍ）や堤体等の改修で、貯水量は現状と大きく変わらないとの説明を受けた。
国道の急カーブが直線化されることで事故減少が見込まれるが、引き続き地元への丁寧な対応が必要であると
感じました。

完成イメージ星越池（令和７年11月現在）

有田海南道路星越池改修工事

中
西
委
員
長

西
口
委
員

　
市
民
の
希
望
や
要
望
に
つ
い

て
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
頑
張
り
ま
す
。

堀
川
委
員

　
経
世
済
民
を
モ
ッ
ト
ー
に
安

心
安
全
で
持
続
可
能
な
町
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

花
野
委
員

武
田
委
員

中西委員長
11/６

市 内 視 察
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　教
育
と
福
祉
の
課
題
に
向
き

合
い
、政
策
へ
つ
な
ぎ
ま
す
。

　市民福祉部・水道事務所・教育委員会・選挙管理委員会・公平委員会及び
監査委員の所管事項に関する調査を行い、議案、請願等の審査を行います。

12/16 文教厚生委員会の様子

　荒天時の雨水排水不備や送迎時の駐車場の安全性の向上、０～１歳児保育における人員配置のやりくりの難
しさ、支援を必要とする子どもへの対応基準の不十分さが指摘されていました。園舎や周辺環境の改善、人員
の柔軟な増員、臨床心理士の意見も踏まえた専門的支援体制の整備を求めます。

　保育環境、学校給食の安定提供、公共施設の安全管理は、子どもたちの健やかな成長と市民の安心な暮らし
の基盤です。現場調査の結果、各施設では運営上の課題や設備の老朽化、人員配置のやりくりの難しさが明ら
かとなった。これらは市民サービスの質に直結するものであり、早急な改善が求められます。

委 員 紹 介
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11/６11/11

　毎日約1,700食を限られた人員で提供しており、衛生管理や食育への取り組みは高く評価されるものの、大
型調理機器の老朽化や病欠時の代替要員不足が課題となっています。設備更新計画の策定、専門技術者の配置
によるメンテナンス体制の強化、調理員勤務体制の見直しを要望します。

有田市学校給食センター

　年間約15万人が訪れる地域の主要施設であり、管理者・スタッフの常駐体制は確保されているものの、落雷
防止の避雷針設置、集中監視システム導入による安全管理強化、駐車場拡大やマナー啓発等の利用環境改善、
指定管理料の執行報告提出と運営見直しが必要です。

有田市健康スポーツ公園 BIG SMILE PARK

一ノ瀬委員長市 内 視 察
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次回の定例会は２月に開会予定です。
皆様の議会傍聴をお待ちしております！
詳しくは、議会事務局へお問い合わせください。（☎ 83－2443）

議会だより広報編集委員会

ご意見 ･ご質問：E-mail　gikai@city.arida.lg.jp

あ
り
だ
市
議
会
だ
よ
り

　　七彩剣の会
　元気いっぱいの子どもたちが、剣道を通してあいさつや礼儀、思いやりの心を学び
ながら、仲間とともに心と体を鍛えています。

　　有田ラグビースクール
　幼児と低学年は接触のないタグラグビーを、中学年以降は成長過程に合わせながら
本格的なラグビーをプレーしています。
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